
　

松
竹
梅
は
古
く

か
ら
縁
起
の
良
い
も

の
、
吉
祥
の
象
徴
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
正
月
に
は
門
松
を
飾
り
、
新
年
を
祝

う
と
と
も
に
、
本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
願
い
を
た
て
ま
す
。
こ
の
門
松
に

は
松
竹
梅
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時

代
に
は
松
が
、
室
町
時
代
に
は
竹
が
、
江
戸

時
代
に
は
梅
が
そ
れ
ぞ
れ
縁
起
の
良
い
も
の

と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
松

は
冬
で
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
く
、
雪
を
頂
い

て
も
青
々
と
し
て
い
て
、
不
老
長
寿
を
連
想

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
神
が
宿
る
木
、
神
が
降

り
て
く
る
木
と
し
て
、
年
の
初
め
に
そ
の
年

の
歳
神
様
を
迎
え
る
た
め
の
目
印
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

「
松
」
の
名
は
、神
が
宿
る
の
を
「
待
つ
」
や
、

神
を
「
祀
る
」
か
ら
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
国
で
は
穀
類
を
断
っ
て
松
葉

を
食
べ
る
と
体
が
軽
く
な
り
不
老
長
寿
が
得

ら
れ
る
「
仙
人
の
食
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
の
葉
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
、Ｋ
な
ど
が
含

ま
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
と
し
て
鉄
や
リ
ン
が
、
香

り
の
成
分
と
し
て
リ
モ
ネ
ン
、
ピ
ネ
ン
、
ボ

ル
ネ
オ
ー
ル
な
ど
の
テ
ル
ペ
ン
類
が
、
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
と
し
て
ク
エ
ル
セ
エ
チ
ン
や
ケ
ン

フ
ェ
ロ
ー
ル
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
医
薬
の
古
典
で
あ
る
『
神
農
本
草

経
』
に
は
松
脂
の
効
能
効
果
が
記
述
し
て
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
久
し
く
服
用
す

れ
ば
身
体
が
軽
く
な
り
、
年
を
と
ら
ず
、
長

生
き
す
る
」
と
の
表
現
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、『
本
草
綱
目
』
に
は
松
脂
、
松
節
、
松
葉
、

松
花
、
木
皮
、
松
実
の
利
用
法
や
効
能
効
果

が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
松
葉
に
つ
い
て
は
以

下
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。「
リ
ウ
マ

チ
に
よ
る
瘡
を
な
お
し
、
髪
の
毛
が
生
じ
、

五
臓
を
安
ん
じ
、
中
を
守
り
、
飢
え
ず
、
天

年
を
延
べ
る
。」「
身
を
軽
く
し
、
気
を
益
す
。

久
し
く
服
す
れ
ば
穀
を
た
っ
て
も
飢
え
ず
。」

　

冬
の
寒
さ
や
雪
、
凍
結
に
も
負
け
ず
、
津

波
で
も
生
き
残
る
よ
う
な
松
に
、
人
々
は
不

老
長
寿
の
霊
的
な
何
か
を
感
じ
と
り
、
松
の

葉
、
実
、
松
脂
、
樹
皮
を
身
に
着
け
て
松
の

生
命
力
に
あ
や
か
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
。「
身
に
着
け
る
」
と
い
う
こ
と
は

服
を
着
る
、
羽
織
る
こ
と
で
、
服
用
す
る
と

い
う
事
で
す
。
現
在
、
服
用
す
る
と
い
う
言

葉
は
薬
を
飲
む
こ
と
で
す
が
、
薬
を
身
に
着

け
て
そ
の
薬
効
に
あ
や
か
る
こ
と
か
ら
き
て

い
ま
す
。
科
学
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
古

い
時
代
に
お
い
て
は
、
勘
を
頼
り
に
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

学
術
顧
問　

笠
原　

義
正

し
ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う

ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く

き
ょ
う
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　雪の多い山形では、保存食としての漬け物の文化が発展しました。江戸時代の交易で

米、紅花、大豆、漆などを西回り航路で京都方面に運び、帰りには京の文化を持ち帰り、

上方の文化が定着していきました。山形に残った京ことばやお雛様がそれを物語ってい

ます。漬け物の文化もそのひとつ、現在でも漬け物の多彩な種類や味の良さは「西の京都・

東の山形」と称されています。山形青菜の歴史は明治後期に山形県に種子が導入されたのがはじまりです。今で

は代表的な山形の漬菜のひとつで、「青菜漬け」「おみ漬け」が有名です。庄内地方では、味噌おにぎりを青菜漬

けの葉で包み、それを炭火で焼く「弁慶飯」があります。味噌おにぎりを焼いてから葉で包むこともあります。

味噌の香りと、青菜漬けの葉の辛味と風味が食欲をそそります。

　山形青菜はアブラナ科の植物で高菜の一種です。長野県の野沢菜も有名ですが、これは同じアブラナ科でも蕪

菜（カブナ）の一種。これらアブラナ科の植物には辛味成分（イソチオシアネート）の前駆体が含まれており、

調理次第ですっきりした辛味、風味、旨味を楽しむことが出来ます。このイソチオシアネートは肺がんのリスク

の低減や種々のがん発生の低下に寄与しているという研究が多数報告されています。ちなみにキャベツ、白菜、

ブロッコリー、大根、チンゲン菜などもアブラナ科です。　　　　　　　　　　　　　　　学術顧問　笠原義正

くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第 5号（平成 30 年 1月）

やまがたせいさい



手足の先が冷える

半身浴

当帰四逆加呉茱萸生姜湯 当帰芍薬

散 当帰、川芎、陳皮 浴剤

体が作る熱が不足している

食養生

人参湯 安中散 六君子湯

とうきしぎゃくかごしゅゆしょうきょうとう

とうきさん

にんじんとう あんちゅうさん りっくんしとう

せんきゅう ちんぴ

とうきしゃくやく



TEL: 023-623-1805
FAX: 023-623-1835



■発行人：株式会社萬屋薬局　〒990-0054 山形市六日町 2-3   ☎023-623-1805

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　〕

Q

✂

県の承認と許可を受けた薬局に限り、薬局自らが製造した医薬品を販売するこ

とができます。

　薬局が、いわばメーカーとして製造し販売する医薬品を「薬局製造販売医薬品」（以下「薬局製剤」）

といい、現在 429 品目が指定されています。

　薬局製剤は、薬局内の設備及び器具をもって製造し、提供する、その薬局でしか手に入れるこ

とのできない価値ある医薬品なのです。原材料の規格や、製品の試験方法も厳格に定められていて、

品質と安全性が確保されています。

　萬屋薬局本店では、薬局製剤として各種漢方煎薬を製造しています。薬剤師がお客様の体調や

症状をお伺いし、一人ひとりの症状に合った漢方煎薬を調製し、1 日分ずつ小袋やティーバッグ

に分けてお渡しします。

　お客様は、土瓶あるいは電気自動煎じ機を使って、毎日薬を煎じて服用します。そこで萬屋薬

局では、漢方薬抽出自動梱包機を導入し、お客様の煎じる手間を省くとともに、

煎じ液の長期保存を可能にしました。ご希望により、漢方薬抽出自動梱包機に

よる漢方薬の煎じと１回服用分のパック詰めサービスを行うことができます。

ぜひご利用ください。

　漢方処方による軟膏としては、ひび、あかぎれ、しもやけ、魚の目、あせも、

ただれ、外傷、火傷、痔核による疼痛などに大変効果のある「萬屋薬局紫

雲膏（しうんこう）」も本店で製造販売しています。ぜひおためしください。

ティーバッグ詰めにした漢方煎薬

症状に合わせた生薬を調整

山形県の献血者数（2017年度実績：2017年11月末まで）

18,240人400ml 791人200ml 6,898人成分 25,929人合計

2017年度採血計画

39,439人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093

✂

漢方薬抽出自動梱包機

漢方薬抽出自動梱包機で

1回服用分をパックに


